
様式第３号(第９条関係) 

会議結果 

 次の附属機関等の会議を下記のとおり開催した。 

附 属 機 関 等 の 名 称 
令和６(2024)年度第２回みよし市教育振興基本計画推進委

員会 

開 催 日 時 
 令和６(2024)年７月２４日（水） 

午後２時から午後４時３０分まで 

開 催 場 所  みよし市役所 ６階 ６０１・６０２会議室 

出 席 者 

委 員 長：大村  惠 

 副委員長：都築 克章 

委   員：渡辺  桜  大地由美子  丹羽 浩介 

黒田 和秀   林   晴子    山田 竜治 

山岡 直子  冨樫佐智子  鈴木 康之 

平山 啓子  清水 素子 

事 務 局：増岡教育長  冨田教育部長 新美教育部参事 

岡田教育部次長兼学校教育課長 

鈴木教育部副参事兼学校教育課主幹 

関こども未来部保育課副主幹 

木野スポーツ課副主幹  橋本資料館長 

二子石生涯学習推進課長 

酒井学校教育課主幹  廣川学校教育課主幹 

長谷川学校教育課主幹 多治見学校教育課主幹 

西世古学校教育課主幹 金丸学校教育課副主幹

      山内学校教育課地域連携担当 

（計２９名） 

次 回 開 催 予 定 日  令和６(2024)年１１月１２日 

問 合 せ 先 

 みよし市教育委員会学校教育課 

電話：０５６１－３２－８０２６ 

ファックス：０５６１－３４－４３７９ 

メール：gakko@city.aichi-miyoshi.lg.jp 

下欄に掲載するもの 
・議事録全文 

・議事録要約 
要約した理由   

審議経過 

鈴木教育部副参事兼 

学校教育課主幹 

 

 本日は、ご多用の中ご出席いただきありがとうございます。

定刻になりましたので、ただ今より「第２回 みよし市教育

振興基本計画推進委員会」を始めさせていただきます。 

初めに礼の交換をします。みなさまご起立ください。 

 

一同 礼 ありがとうございました。ご着席ください。 

 

なお、三好高等学校長の鈴木政之様、幼稚園父母の会代表、

岡田文子様、から、文化財保護委員の鈴木睦子様より欠席の



連絡をいただいております。 

 

この会議につきましては、会議録を取らせていただく関係上、

御発言される際は、お手元の機器のマイク電源をオンにして

いただいてから、話していただきますようよろしくお願いい

たします。 

 

 

 

増岡教育長 

それでは、本日の会議でお配りした要項に沿って進めさせて

いただきます。 

はじめに、主催者を代表してみよし市教育委員会教育長、

増岡潤一郎よりご挨拶を申し上げます。 

 

教育長 挨拶 

鈴木教育部副参事兼 

学校教育課主幹 

 

 

大村委員長 

 

 

 

 

ここからにつきましては、みよし市教育振興基本計画推進

委員会設置要綱によりまして、委員長であります大村先生に

進行をお願いしたいと思います。 

 

皆さんこんにちは。それでは、早速議事に入っていこうと

思います。次第に従って進めさせていただきますが、委員紹

介はもうよろしいですね。では3の「令和5(2023)年度、20の

作戦PlusOne重点施策実施状況報告」からお願いしたいと思い

ます。事務局からお願いいたします。 

事務局・多治見 

 

それでは事前に配付いたしました資料1を御覧ください。前

回、主に委員の方々からいただいた意見について、触れてい

きたいなと考えております。まず、作戦PlusOneについてです。

成果指標について、みんなで育てるみよしっ子の全体像を知

らなくても、ボランティアや地域行事等で子育てに関わって

いる市民は一定数いることから、第1回推進委員会で御意見い

ただいたとおり、知っているかどうかという指標にするので

はなくて、みんなで育てるイメージの共有を図りつつ、令和8

年度の新プラン策定に向けて、成果指標についての見直しを

行っていきたいと思っております。それでは、作戦２をお願

いいたします。こちらの成果指標についても、第1回推進委員

会で御意見いただいたとおり、実際には待機児童が発生して

いる中で、利用者数が減ってしまっているという数値になっ

てしまっているので、分かりやすい、成果指標となるように

検討してまいります。続いて、作戦5をお願いいたします。令

和5年度のアンケート結果では、小学校が76.6％、中学校が8

0.8％となっており、話し合う活動を通じて、自分の考えを深

め、広げていると実感する児童生徒の割合が、思うほど伸び

ていないことから、話し合うよさを実感させられるような授

業研究を行い、学び合いが目的にならないような授業づくり

に努めていきたいと考えております。続いて、作戦6－1をお

願いいたします。ICT活用について、学校間格差や教員感覚性

を格差の是正につながるよう、ICT支援が学校の実情に合わせ

た支援目標を定めていきます。また、教員のキャリアステー

ジに合わせたICT研修を実施し、ICTの必要性を共有し、活用



スキル向上に努めていきたいと考えます。なお、第1回推進委

員会で御意見いただいたとおり、小学校の低学年のときには、

鉛筆を使って書くことも大切にしていきながら、発達段階に

応じたICTスキルを身に付けられるよう指導していきたいと

考えています。続いて、作戦７をお願いいたします。中学校

では、ALTが参加する授業、25％分の時間数を各校に配分して

おりますが、授業の進度との兼ね合いで、有効な活用が出来

ていないため、どんな活用方法があるかを、夏の研修会を通

じて、各校の先生方と、また、委託業者との検討を進めてい

きます。第1回推進委員会で御意見いただいたとおり、新プラ

ンの目標を、現場の先生方とも共有して、本物に触れる機会

について、良い方法を考えていきたいと思います。それでは、

作戦8をお願いいたします。第1回推進委員会で御意見をいた

だいたとおり、道徳教育の研究推進ということで計画を進め

ていくのであれば、成果指標については、人の役に立つ人間

になりたいでよいかという部分について見直しを行っていき

たいと考えています。また、このパーセントについても、数

値が下がっているので、なぜ下がっているのかという部分も

丁寧に分析していきたいと考えています。それでは作戦９を

お願いいたします。「いいじゃんスポーツチャレンジinみよ

し」については、第1回推進委員会で御意見いただきましたが、

オンラインであっても、こどもたちが大変好評でやっていた

というふうに聞いております。今後は、種目を増やすなど充

実を図っていきたいと考えます。また成果指標についても多

角的に検証し、児童生徒が運動を好きだと感じられるような

内容を検討していきたいと思います。続いて、作戦11をお願

いいたします。よりよい少人数学級の実施に向けて、こども

にとってどうかという視点でシステムを検討していきます。

第1回推進委員会で御意見いただいたとおり、小学校だけに限

らず、中学校においても実施できる方法を検討してまいりま

す。作戦12をお願いいたします。成果指標について、既に目

標数値に達しています。今後は、変化する社会状況や気候変

動に対応できるよう、新しい時代の学びを実現する学校施設

となるよう、指標についても検討してまいります。作戦10を

お願いいたします。市内でのモデル校の実践をもとに、今年

度は、市内全中学校と6小学校にてコミュニティー・スクール

を設置し、地域学校協働活動の充実を図ってまいります。作

戦14をお願いいたします。第1回推進委員会で御意見いただい

たとおり、ターゲット層を高齢者や一部の方に限定せず、多

くの市民や、子育て世代を学べる講座の開設など、いわゆる

みんなが学べるような環境づくりを意識していきたいと考え

ています。作戦17をお願いいたします。子供たちをはじめ、

市民から、どんな歴史民俗資料館になってもらいたいかにつ

いて、今回のアンケートで調査してみることも検討したいと

考えています。また、資料館在り方検討会での提言を受け展

示や体験活動等に反映できる事柄や、今すぐにでも反映出来



そうな取組を検討していきたいと思います。作戦18をお願い

いたします。第1回推進委員会では、ICTの推進とともに、創

造力を高め、情操教育につながる読書は欠かせないという御

意見を多くいただいております。読み聞かせボランティアの

研修会も有意義だったと聞いておりますので、今後、講師や

学校に応じた内容を学ぶ機会も考えていきたいと考えます。

また、第1回推進委員会で御意見いただいたとおり、サンライ

ブに足を運べない方に向けても、どんなことが出来そうか、

検討してまいります。作戦19をお願いいたします。昨年度の

推進委員会において、みよしが好きと答える理由を聞くとよ

いのではないかという御意見をいただきました。9月実施のア

ンケートでは、そのことについての説明に追加出来たらなと

考えております。また、その結果を分析すれば、ずっと住み

続けたいと思える市の在り方について、何かヒントが得られ

るのではないかと考えております。以上、資料1についての説

明を終わります。もしここで質疑等あればお願いします。 

大村委員長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局・多治見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。それではただいまの御説明につ

いて御質問等がありましたらお願いしたいと思います。いか

がでしょうか。よろしいでしょうか。それでは、今後も、答

弁の中でまた御質問等を出していただくということで進めて

いきたいと思います。では次第の4になります。令和8(2026)

年度新計画策定方針についてです。これも御説明をお願いい

たします。 

 

本日机上に置かせていただいている資料2になります。本

来、第1回推進委員会のところで御提示できればよかったので

すけれども、この2年間かけて、どのようにして策定を進めて

いくかという方針をまとめさせていただいております。3番の

ところで言いますと、基本的には10年計画を考えております

が、やはりこの先10年を見通すということが非常に簡単なこ

とではないということもあって、これまでもそうでしたが、5

年という周期で見直しを行っていきたいと考えております。

あと、ほかのみよし市の計画との調整という部分も考えてい

けたらなと思っております。裏面を見ていただきまして、基

本的な考え方という部分になります。現行、基本理念、3本の

柱、目指す人間像というのが、ここに書かれているとおり、

後でも説明させていただきますが、基本理念については、こ

れまで、皆様方からいただいた意見を聞いている限り、やっ

ぱりつなぐということは、今後必要なキーワードかなと思い

ますし、やはり楽しく学ぶことも非常に大事だなと思います

ので、この基本理念については、変更なく、新プランについ

ても掲げていけたらと考えております。ただ、今回協議して

いただくけれども、3本の柱が今つくられています。そして目

指す人間像もあるのですが、見直す必要があるのではないか

なと感じておりますので、今日意見をいただけたらなと考え

ております。6番の策定スケジュールについては、9月にアン



 

 

 

 

 

大村委員長 

 

 

 

 

事務局・多治見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケート実施を行いますので、今日の協議会でアンケートにつ

いて、御意見いただいて、それをまとめたもので、9月に実施

したいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。

以上簡単でありますが資料２について説明を終わります。 

 

御質問等があれば、お願いしたいと思います。よろしいで

しょうか。それでは、5番目の協議事項に入っていきたいと思

います。協議事項の1、令和8(2026)年度、新計画での目指す

人間像3本の柱について、事務局お願いいたします。 

 

本日は、第2回推進委員会ということで、主な議題として現

行計画の基本理念、目指す人間像、3本の柱について、それか

ら、二つ目として、9月に実施するアンケート内容について御

協議いただきたいと考えています。前回もお示ししましたが、

参考として国が定めている第4期教育振興基本計画について

確認したいと思います。主に二つのコンセプトが挙げられて

います。一つ目が、持続可能な社会の創り手の育成になり、

今まさに将来の予測が困難な事態となっており、自分たちで

答えのない課題について、主体性やリーダーシップ、創造力

等をもって、仲間と解決していく人材を育成していくこと。

二つ目が、日本社会に根差したウェルビーイングの向上が挙

げられており、多様な個人が幸せややりがいを感じるととも

に、地域や社会の幸せや豊かさを感じられるようにすること

としています。今後、日本の人口減少が想定され、異なる国、

性別、年齢の人たちと共生協働し、それぞれがウェルビーイ

ングを向上させていく取組が大事になってくるかと思いま

す。これらを達成するために、国の教育振興基本計画では、

五つの基本的な方針を示しています。①グローバル化に対応

するために、学び続ける人材の育成、②全ての人の可能性を

引き出すための教育の推進。③地域や家庭でともに学び、支

え合うこと。④AIやロボットとうまく付き合うための教育DX

推進。⑤計画を実行するための基盤整備、対応がキーワード

になっています。次に、愛知県に目を向けますと、第4次教育

振興基本計画として、あいちの教育ビジョン2025がつくられ

ています。そこには７つの基本的な取組の方向が示され、そ

の下に30の取組の柱と施策がつくられています。5つの基本的

な取組のキーワードを見ていくと、国との共通する部分とし

ては、①自ら学びに向かう、これは主体的に学び続けること

とつながるのかなと感じます。自己の可能性を伸ばす、こち

らは誰として取り残さないというキーワードに通じると思い

ます。⑤の世界とのつながり、生き生きと活躍するという部

分については、外国人との共生ということにつながると感じ

ております。また、それに加えて、②③で言えば、心の教育

の部分、④で言えば、ふるさとに愛着をもち、発展させる人

材の育成、⑥については、教師の働き方として魅力的な環境

づくり、そして、最後には、安心安全に学べることが盛り込



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まれていると感じました。次に、みよし市の大元の計画とな

るみよし市総合計画のポイントを確認したいと思います。今

年度から5年間にわたって、教育の分野で示されているのは、

みんなで育むという言葉があるように、社会全体でこどもの

居場所や家庭支援を行うこと。それから異なる年齢、性別、

国の人と交流できることが方針と示されています。やはり、

通ずるものがあるなという印象を受けます。この点を踏まえ

て、現行のみよし市教育振興基本計画を見ていきたいと思い

ます。まずは、基本理念についてですが、学ぶ楽しさで、人

と人とをつなぐとなっています。第1回教育振興基本計画推進

委員会において、推進委員の方からいただいた意見として、

コロナの影響もあり、地域や近所つき合いを初めとして、大

人同士のつながりが希薄になっており、図書ボランティアの

数も減ってしまっていることもあるとお聞きしました。多く

の大人の目で、あるいは地域でこどもたちを見守る機会が激

減してしまっている現状があるかなと思います。大人がこの

ような状況であれば、おのずとこどもたちもかかわり方に影

響が出て、ふるさとみよしの魅力を、大人が感じなければ、

こどもも感じられないのではないかという話もありました。

また、保育の考えから、御意見いただいたのですけれども、

やはりこどもたちが楽しい実体験をたくさんすること、これ

が大きな土台となって保育していくことで、こどもたちは、

その経験を生かして、自分で考え、応用してつながっていこ

うとするという意見もありました。このことから、新計画に

なったとしても、学ぶ楽しさで人とつなぐという部分は変更

しなくてもよいのではないかと思っております。続いて、目

指す人間像についてです。現行の計画では、生涯にわたって

自らを磨き続け、仲間とともにふるさとみよしを築き、より

良い次代を創り出すとなっています。第1回振興基本計画推進

委員会では、推進委員の皆様からは、変化が激しいこの先10

年を生き抜くために必要な力について御意見いただきまし

た。主だった意見を①から⑦にまとめてみました。①として、

現行の作戦8になるのですけども、心を育てる教育という部分

があります。やはりこの部分は非常に重要な課題であるとい

う意見をいただいております。どうしたら心を育てられるか

というところでは、やはり自己肯定感、自己有用感を高める

ことが大事になってくると御意見いただいております。その

ための方法としましては、やはり教員の多忙化解消、地域で

活躍する機会の増加が必要ではないかという意見をいただい

ています。それから②自分のことばかりでなく、相手のこと

も考えられる想像力を身に付けさせること、これは、本を読

むこと、読み聞かせを充実させることもポイントになってく

るのではないかなと感じています。それから③変化や困難な

状況に対応するため、しなやかな心、いわゆるレジリエンス

が大事になってくるのではないか。それから④ICTと向き合っ

ていくことはもちろん大事だが、みんなで喜んだり楽しんだ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りする遊びの経験というものは、やはり土台として必要では

ないか。それから⑤番、これまでも出ていたように、基礎基

本など、教えるべきところは確実に教えることが必要だが、

目標に向かって、自分で考えてたどり着く力というものも必

要ではないか。⑥こどもだけではなく、大人、子育て世代の

保護者の学ぶ姿勢も大事で、その姿を見てこどもたちは自ら

学ぶようになるのではないか。最後⑦としましては、一人一

人の個性に合わせた教育というものが、高等学校や保育で制

度化されていく動きがあるため、一人一人が自分に合わせた

ペースで学べるような学習を支援していくことは意識してい

くべきではないかという意見をいただいています。この点を

踏まえ、目指す人間像については、基本理念との関連性やこ

の先10年の時代の流れを見据えると、やはり、見直すべき部

分ではないかと感じております。今、皆様に事前配布いたし

ました資料のなかにも、カラー版で、この図をお配りしてい

ますが、一度見ていただけますでしょうか。ここには全体像

が示されています。三つの柱、もしかしたら、呼び方は三つ

の基本目標と言ってもいいのかもしれませんけれども、これ

は非常に目指す人間像の言葉と強い結び付きがあるように読

み取ることが出来ました。例えば、目指す人間像の最初の一

文ですね、生涯にわたって自らを磨き続けというこの言葉は、

3本の柱でいうと2番目の柱につながっているなと。それから、

ふるさとみよしを築きという言葉については、3番目の柱につ

ながっているなと。それから、より良い次代を創り出す人と

いう部分は、一つ目の柱と関連づけられているなというふう

に読み取れました。恐らく、目指す人間像と、この三つの柱

というものを関連づけて、計画がつくれたと読み取ることが

出来ます。この三つの柱の在り方について、庁舎内の関係課

と作業部会を行いましたが、そちらでもやはり話題に出てき

ました。特に三つの柱については、再考する余地があるので

はないかなというような意見が出ています。その中で出た意

見について詳しく紹介させていただきます。柱の部分につい

て、三つ目の柱が、どうも一つ目と二つ目とは意味合いが異

なるのではないか。3本が並列の関係ではないのではないかと

いった意見が出ました。具体的には、一つ目と二つ目を関連

づけるための要素があるとか、あるいは、一つ目と二つ目の

柱の土台となるイメージなのではないかとか、もしくは、一

つ目と二つ目を意識して子育てを行うことで、結果、3番目の

ような市民が創り上げられるのではないかといった見方が出

ましたので、今日皆さまから見られて、感じられる部分を協

議いただきたいなと思っております。続いて、皆様には、A3

のカラー版「みよし市教育プラン体系別全施策一覧というも

のをお配りしております。こちらについては、先ほど3本の柱

の部分だけを見ていくと、やはり施策の数を見れば、偏りが

あるという感じがします。また、薄水色の枠になっている部

分なんですけども、こちらについては、重点施策が入ってい



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ません。重点施策だけに目を向けると、こちらも非常に偏り

があるなあという見方ができると思っています。このように、

非常に数も多いため、もう少し精選できるのではないかとい

う意見も出されております。今後どこに重点施策を置くべき

か考えることで、もう少し3本の柱の内容も見えてくる部分が

あるのかもしれません。この一覧もまた参考にしていただき

たいなと思っています。この作戦の中だけに目を向けますと、

やはりこのような構成になっておりまして、一つ目の柱のと

ころにたくさんの作戦が今つくられている状況です。2番目の

ところが少なくなって、3番目が二つしかないというような構

成になっておりますので、見直していけたらいいのかなと

思っているところです。資料3については以上です。続いて、

資料4のアンケートについての説明をさせていただきます。5

種類のアンケートを、皆さんにはお配りしております。全て

資料4とさせていただいております。これはいずれも2年前に

とった、令和４年度のものをそのまま皆様方にはお配りして

おります。よく見ると、5年しかたっていないのですが、もう

既に時代に見合っていないものや、この先10年を考えると、

この聞き方は別に必要ないのではないかとか。やはり推進計

画の成果資料に使っていくのであれば、やはりこういう聞き

方がいいのではないか、こういう説明があったほうがいいの

ではないかといったような見方で御協議いただけたらなと

思っております。参考に、作業部会で出された意見を出させ

ていただいております。例えばあてはまるすべてを選んでく

ださいという聞き方が非常に多かったが、これをやってしま

うとほとんどすべて選んでしまうということになってしまう

ので、何が本当に重要なものか分からなくなってきてしまう

のではないかという意見もありました。1番アンケートを行う

上で懸念していることがWebで行うということになります。他

課でWebで行ったアンケートがありますが、実際回収率が20％

台となったということがありました。担当課の意見としては、

やはり質問の数が多かったと。しっかり目的を明確にして、

これをとりたいという設問だけに精選して、質問数を減らし

ていけたらというようなアドバイスをいいただいておりま

す。あとは福祉課の観点からすると、配慮したような文面に

になるといいということも、出されておりました。これも参

考にしながら、御協議いただけたらなと思っております。そ

れでは、この後の協議について説明させていただきます。AB

Cで今座っているメンバーで御協議をいただきたいと思って

います。それぞれ、まず25分ずつ、協議をしていただきます。

一つ目は、目指す人間像と3本の柱について、今ある構成を見

ていただいて、思うことや感じることを御意見いただきたい

なと思っています。これが25分間です。そのあと、各グルー

プの話し合った内容を指導主事が、説明をさせていただきま

す。その後休憩をとらせていただいて、②番の、次はアンケー

トの内容について見ていただくと。これも25分間とって話し
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大村委員長 

 

 

 

 

事務局・多治見 
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事務局・多治見 

 

合っていただきます。アンケートが5種類もありますので、各

グループで特に見ていただきたいアンケートがございます。A

グループについては、保護者アンケートを中心に見てくださ

い。Bグループについては、教員等、小学生中学生によるアン

ケートについて見ていただきたいです。Cグループについて

は、市民アンケートについて見ていただきたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。私のほうからは以上

です。 

 

はい、御説明ありがとうございました。それでは今の御説

明について何か御質問等ありますでしょうか。今からのグ

ループでの協議についても御説明がありましたが、よろしい

でしょうか。はい。お願いします。 

 

三好丘小学校PTAの山田です。アンケートについて少し質問

させていただきます。前提としてこのアンケートは、全ての

方に配布しますか。市民のアンケートについてです。すいま

せん聞きそびれたかもしれないのでお願いします。 

 

はい、ありがとうございます。本当に抽出するような感じ

になりますので、どこの家庭に行くか分からない感じで、調

査をするため、全部の世帯ではないという感じになります。 

 

ありがとうございます。 

そうなれば、ランダムに選ぶということになるのでしょう

から特定のこういうターゲットを狙ってとかそういうわけで

はないということでよかったですかね。ありがとうございま

す。 

 

4－1の市民対象のアンケートについての御質問でよかった

ですか。第1回のときにも質問があったかと思いますが、それ

ぞれの年齢段階に分布して抽出するというそういうことでし

たでしょうか。 

 

すいません。2年前と同じような感じで考えておりますの

で、そこの時の取り方をもう1回しっかりと確認した上でまた

回答させていただきます。 

 

性別であるとかこの市民対象のところの、最初のフェイス

シートのところの属性が、きちんと分布するような形が望ま

しいです。御検討いただけたらと思います。今の御質問に、

関連して言うと、小５、中２は、これは学年の全ての児童生

徒ということでよろしいでしょうか。 

 

はいそのとおりです。 
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保護者は、小５と中２の保護者ですか、それとも全保護者

でしょうか。 

 

保護者については児童生徒の学年の保護者というとらえ方

です。 

 

ですから小５と中２のこどもがいる保護者ということです

ね。教員は全教員、これ非常勤の教員の方も含めて 

 

そうですね。一応非常勤の方については極力やれればとい

うことで、基本的には常勤の方と考えております。 

 

フェイスシート最初の属性のところに、常勤か非常勤かと

いうのがないので、常勤に限定すればそれを聞く必要はない

のでしょうけども。ただ非常勤の方にもお聞きするとなれば、

属性の質問も必要になってくるのかなというふうに思いま

す。はい。どなたを対象にアンケートをとるかということに

ついては御説明ありましたので、またそのことも、それぞれ

のグループのところで、御意見があったら出していただけれ

ばと思います。はい、そのほかいかがでしょうか。はい、で

は特になければこの後ですね、グループでの話合いに移って

いきたいと思います。今から25分間まず、資料3の目指す人間

像についてということでよろしいですかね。はい。タイムキー

プはそれぞれのグループに入っていただく方がしていただけ

るのですかね。 

 

はい。25分間なので、50分からとして、３時15分までを一

つの区切りとしたいと思いますので、取り回しの職員と、ホ

ワイトボードをまとめる指導主事で、声をかけて行きたいと

思います。 

 

はい、ありがとうございます。では3時15分までが最初のグ

ループでの御協議ということで、お願いしたいと思います。

それではそれぞれのグループでお願いいたします。 

 

＜各グループで「目指す人間像」「3本の柱」について協議＞ 

 

大村委員長 

 

長谷川学校教育課主幹 

 

 

 

 

 

 

それではAグループからお願いできますでしょうか。 

 

＜Aグループ発表＞ 

Aグループです。今の3つの柱ですが、どれも大事であると。

ただじっくり読むとよく似ているところもあり、市民の方に

とっては、ちょっとわかりにくいのではないかというような

話がありました。そのため、柱は一つにして、キャッチフレー

ズ的に、例えば「人と人を繋ぐ」とか「ふるさとみよし」と

か、そういうような単語でシンプルに表した方がいいんでは
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ないかという案がでました。その中で例えば「ふるさとみよ

し」というキャッチフレーズみたいなものであれば、みよし

に来るとほっとできるよ、安心できるよっていうところから、

愛着をもとうというところにも繋がっていくのではないかと

いう話になりました。それからイメージとしては柱が今は3

つに分かれているけど、イメージとしては真ん中に柱があり、

そこに付随して周りに来るような、キャッチフレーズのよう

な感じで、シンプルに表すことで、それぞれの個々が自分で

はこんなことができるかなって考えることができ、生かされ

るのではないかというようなお話も出ました。それからこの

目指す3本の柱の主語は誰あてに言っているのだろうかって

いうことで、今は3つになっていて、実際自分がどこに属する

のか、自分が何をしたらいいのか分かりにくいというところ

があったんですけど、これについては方針を皆で共有して、

みんなでやっていくっていう主語でいいじゃないかというよ

うなお話になりましたけれども、とにかく市民の方にとって

わかりやすくシンプルにというようなお話になります。 

以上です。 

 

はい、ありがとうございました。それではBグループのご報

告をお願いいたします。 

 

＜Bグループ発表＞ 

Bグループになりますが、まず3本の柱についてです。やは

り3本目の「ふるさとみよし」というものが、何かぼやけて見

えて明確じゃないんじゃないかと思う。それをもっと具体的

に、例えば「地域社会を支える」だとか、「地域の繋がりを強

くする」といったものになるとよいのではないかということ

で、そういったものが結果的に、心だとか郷土愛とか文化、

「ふるさとみよし」といったことに繋がっていくんじゃない

かっていう意見が出ました。やはりみよしだけを見ているの

ではなくて世界を見ていくようなことも、これからは必要に

なってくるんじゃないかという考えも出てきました。3本の柱

について、今は①子育て②生涯③ふるさとみよしとなってい

ますが、やはり③については、地域社会といったものがこの3

本柱で考えていくならバランスがいいのではないか、この地

域社会というものが子育て、生涯の中の両方を支えているも

のなのか、それともこの3本として支え合っているのかによっ

てこれが2本になったり3本なったり、どちらなのかなってい

うことが出ました。地域社会に出た場合、こどもも大人も地

域の中で学んでいき、そういったことが最終的に地域を支え

る大人になっていくのではないか。部活の地域移行も、こう

いった地域社会の一つの中のものではないか、地域で学べる

環境をつくっていくことが必要になってくるのではないかと

いうことが出てきました。目指す人間像も少し話し合いをし

たのですが、やはりみよしを創る人を育てるようにという言
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葉に見えるため、みよしだけじゃなくて、今後羽ばたいて他

の地域に出たときは、そこの地域で社会をつくっていく、そ

ういう人を育てるべきじゃないかという思いはありつつも、

やはり行政の政策なので、どこかに「みよし」っていう言葉

も入れたいんじゃないか。やはり残ってみよしを良くしてい

く、そういったことも必要じゃないかっていう話が出てきま

した。以上になります。 

 

はい、ありがとうございました。それではCグループお願い

いたします。 

 

＜Cグループ発表＞ 

よろしくお願いします。委員の皆様の率直な意見をここで

紹介させていただきます。まず順番に、基本理念についてな

んですけれども、「人と人とをつなく」というのが、少しぼん

やりしすぎていて、市民が見たときに、抽象的すぎるのでは

ないかと。これに関連すると、教育プランの全体像や施策一

覧もそうなんですけれども、教育に力を入れていることが見

てわかる全体像になっていくといいのではないかというご意

見をいただきました。やはりみよしに住んでいる人はもちろ

んですけれども、やはりこれを見てみよしに住みたいなと感

じる方もいるだろうと、そういった意味で、やはり誰もが見

てわかりやすい、そういったデザインにしていくといいので

はないかという意見が出ました。3本の柱についてなんですけ

れども、Cグループの方では、やはり「ふるさとみよし」って

いうのがビジョンだろうと。これに向けて、0歳から100歳の

学習が進められているのではないかという話になりました。

そうすると施策の方については、やはりずれがあるのではな

いかと。むしろⅢに入っているものがⅠに吸収されていって、

最終的にふるさとみよしというビジョンに向かっていける。

そういった形になるといいのではないかという話が出まし

た。やはり市民の方、一般の方が見られるというところで、

言い回しの部分についても話題になりました。「～します」や

「育てる」ですが、これの主語はだれか。市がやるとしたら、

地域の方は市がやってくれるから自分たちは何もしなくて位

いいという感覚にもなってしまうのではないかといった話も

出ました。はい、以上です。 

 

非常に多様な意見が出されたと思いますが特に3つの柱に

ついての関係性であるとか、あるいはそれをいかにわかりや

すくしていくのか。というところで、ご意見が多数出された

かなと思います。それではここで少し休憩をとりまして、40

分に再開して、先ほどご説明ありましたアンケートの検討に

入っていきたいと思いますが、事務局から何かございますか。 

 

アンケートの件について一点説明し忘れておりました。ア
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大村委員長 

 

ンケートのところに、質問1とか2とかの文字なんですけども、

その文字が太字になっていって、下線が引いてあるものにつ

いては、現行のプランの成果指標で使われている項目にもな

りますので、これは今年度9月に実施するときは残さないとい

けない項目だと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 

はい、ありがとうございました。またそれはそれぞれのグ

ループでご確認いただけたらと思います。それでは今から休

憩に入ります。40分には再開いたします他の席に戻るお戻り

いただきたいと思います。 

 

＜休憩＞ 

 

はい。時間が参りましたので、それでは、後半のグループ

での話合いに入っていただきたいと思います。 

 

＜各グループで「アンケート内容」について協議＞ 

 

 

長谷川学校教育課主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Aグループ発表＞ 

WEBでいくと回答率が下がるということでしたけども、WEB

でも紙でもどちらでもいいよとなると少し上がるかもしれな

いという御意見がありました。また、アンケートの内容とし

ては、1か所でもよいので、選ぶだけではなくって必ずここは

書いてくださいというような記述式があるといいのではない

かということで、保護者アンケートでいけば、27番とかそれ

から1番最後に、ふるさとみよしについての保護者の方のお考

えを書いてくださいというような設問を入れるといいのでは

ないかということです。それからその他という書き方がある

のですが、一般的にその他ってよくあるが、その他を書かず

に、どこからか選んでしまうことになってしまいがちなので、

自由記述とか、思いをたくさん書いてくださいみたいな形で

その他というふうではないようにしてはどうだろうかという

ようなお話がありました。それから、当てはまるものすべて

というところを変えていくというようなお話も事務局から出

ましたけれども、いくつ選ぶっていうだけでなく、これが1

番これが2番というような順位付けをしていくことも大事で

はないかということ。それから、今回は、高校生とか大学生

とか、その保護者についての御意見はアンケートでは聞かな

いというようなことで、それはどうかなというような御意見

がありましたけど、こども若者アンケート等もとっているの

でそちらでとれているのであれば、特に必要ないかなという

お話になりました。具体的には、いろいろ出たんですけれど

も、言葉の使い方で、16の②「よくない影響を与えず」って

いうのは、誰もが思っていることなので、その言葉使わない

とか「負担をかけない」というのは、「ボランティアで」って

いうような言葉に代えていくことや、14には。部活動のこと



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大村委員長 

があるのでここは小学校がなくなったので中学校の部活動に

ついてという記述する。それから、18は、学校教育、地域教

育、家庭教育の三つの充実度みたいなのをはかるところだっ

たんですけど、それぞれの教育がどんなものか、実際分かっ

ていないと回答出来ないし、そもそも充実度ってどういうこ

とですかっていうことになるので、答えにくいなっていう意

見がありました。それから、７番から10番のところは、保護

者が求める学校教育の満足度を聞くところですけれども、こ

れも学校と家庭のお気持ちのところなのでつながりを考え

て、言葉とか書き方を検討していくといいということがあり

ました。それから、24「ふるさとみよし」というところに関

連して自由記述ができるといいのではないかというようなお

話になりました。それから、20のところですけれども、学校

のことをどのように情報発信していますかという質問だと思

うのですが、学校のことを保護者の方によく知ってもらう、

何かの手だてになるので、ここの質問も工夫したらどうかと

いうようなお話ありました。以上です。 

 

はい、ありがとうございました。それではBグループからお

願いいたします。 
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＜Bグループ発表＞ 

Bグループは主に教員アンケートと、こどもへのアンケート

について話合いをしました。教員については大分、不必要な

ところがあるのではないかというところで、まず、部活動に

ついてなんですが、現状が変わっているので、ここは見直す

べきだっていうところだとか、あと、10、19、20、21、15、1

6は、不必要な部分があるのではないか。またつながりといっ

た面で小中の先生だけでいいのか、例えば幼稚園、保育園の

先生にも聞いて、アンケートをとって次につなげていくこと

もしていく必要があるんじゃないかというところ、あと教員

自身が楽しんでいるか、充実した生活を送っているのかにつ

いても必要になってくるんじゃないか、また先生たちが地域

とどう関わっているかといったところも量れるといいんじゃ

ないかということが出てきました。こどもに関しては小５と

中２にアンケートをとる予定ですが、小１と中1は、問題等が

起きやすい学年ではあるので、同じアンケートをするのかま

た違ったアンケートでもいいので、意見を聞くべきではない

かというのが出ました。具体的に質問に関しては部活動につ

いては先ほどと同じで必要ない。あと英語でいうと、街で外

国の人に合わないので、そういった普通の生活の中で想定出

来ないものは省いていく、あるいは変更していく必要がある

のではないかということ。あと、先ほどあったように自由記

述で聞いたほうがより具体的に分かりやすい質問について

は、自由記述を入れていくべきではないかといったことも出

てきました。先ほど言ったようにやはり選ぶ個数を指定しな

いと全部選んでしまい、分析していくうえで参考にならない
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大村委員長 

 

 

 

 

 

 

 

ものになってしまうので個数を絞っていくといいんじゃない

かということです。1番最初に書いてありますが、アンケート

は答える側がどんな趣旨で、アンケートをとっているのかと

いうのが、実際に分かったうえでやっていくと、答える側も、

前向きにおこなってくれるのではないかという意見も出たの

で参考にしていきたいと思います。以上です。 

 

はい、ありがとうございました。それではCグループからお

願いいたします。 

 

＜Cグループ発表＞ 

A,Bグループと重なっている部分はなるべく省かせていた

だきたいと思います。まず、アンケートが振興計画のために

実施していることを明確にして、答えてもらうといいのでは

ないかと。特に市民対象になりますので、このアンケートが

何であるのかっていうことを分かってもらえるように、1枚

目がほかのアンケートと比べると違っていたのでそのことか

ら特に振興計画のためであるということを明確にしたいとい

う話がありました。全体的に言えますが、アンケートの目的

をはっきりしたものにしたい、そういうアンケートにしてほ

しいというところで、市民対象のものでいうと、「市民の思い

を聞く部分」と「実態を聞く部分」をはっきり分けて分かり

やすくするアンケートにするといいのではないかという話が

出ました。分析に使う目的があれば、その質問も必要である

かもしれないけれども、それがただ聞いているだけであるの

であれば、先ほど Aグループ、Bグループもそうでしたけれ

ども、必要ないのではないかという話でした。最後に、26の

質問ですけれども、これを使って、やはり核家族化で、こど

もの数も減っている中で、保護者が保護者としての育てが分

かる。要するに、保護者がどれだけ育っているのかっていう

のが分かるような、アンケートが出来ないかという話が出た

のと、もう一つは夢をもてるような生涯学習という分かりに

くいまとめかもしれないけれども、年をとったことによって、

みよしから出ていってしまう実態もやはり見受けられると。

そうすると、みよしにとどまってもらうためにも、そういっ

た夢をもてるような生涯学習があったらいいな、あるんだ

よっていうのがアンケートで見えてくるようなものができれ

ばいいのではないかという話が出ました。以上です。 

 

はい、ありがとうございました。アンケートについては、

非常に項目も多いですけども、全体的な項目を減らしていく

という話もありましたけども、しかし、このアンケートの中

で、もう少しこういうことは聞きたいということも出てきた

と思います。整理のほうを事務局でお願いしたいと思います。

それでは、協議事項1と2ということで進めてまいりました。

ここのところで、少し全体で少し御意見がもしあればお聞き



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

したいと思いますがいかがでしょうか。よろしいでしょうか。

最初に、教育長の先生から会議終わった後でまた御意見をい 

ただきたいというお話もありましたので、御感想などを事務

局にお寄せいただければと思います。最後私のほうから特に

アンケートについて、少しコメントさせていただきたいと思

います。1つは、先ほども出てきたかと思いますが、意見を聞

きたい方たちはもう少しいるのかなという気がしていまして

一つは小１、中1のこどもたちあるいはその保護者ですね、1

番トラブルが起きそうな学年ではないかということで、ぜひ

何らかの形で意見が集約できるといいと思いますし、あと学

校に関わってこどもたちと向き合っている教職員というとこ

ろでは、Bグループでは、保育園あるいは幼稚園ということが

出ていましたが、学校事務職の方、それからスクールカウン

セラー、スクールソーシャルワーカーの方たちにも、これと

は別でもいいんですけども意見を集約することができるとい

いかなと思います。また、さらに言えば、学童保育、放課後

児童クラブとか、こども教室とか、そういった形で学校やこ

どもに関わっていらっしゃる方たち、そういう方たちからの

意見の聞き取りをお考えいただきたいなと思います。紙だと

大変ですけども、WEBで意見を書き込んでいただくという形だ

とかなり広範な人たちが、意見を言ってみようかなというこ

ともあるかと思いますので、そういった意見集約の機会をつ

くるというお知らせをしていただいて、書き込むページをつ

くっていただくということで何とかなるのではないかと思い

ますので、ぜひ御検討いただけたらと思うのが一つです。そ

れから、それに関わって、少数だけどもしかし、聞き取りが

必要なこどもたちという意味では、不登校傾向のこどもたち

とか、あるいはその障がい児、それから外国ルーツのこども

たち、あるいは性的少数者のこどもたちですね、そういった

こどもたちの少数だけれども大事な声として、どう聞き取っ

ていくのかっていうことも、これはもうだれでもいいから書

いてくださいっていう形では難しいと思いますので、日常的

に、そういったこどもたちと接している方たちを通して、意

見の聞き取りをしていただけるといいのではないか。だから

ヒアリングっていう形になりますかね。そういった形をぜひ、

御検討いただけたらというふうには思います。これはこども

だけではないですが、特に今回、大人がふるさとみよしをど

ういうふうに感じられるか、あるいはそれとどう関わってい

けるかという御意見も出ていましたが、このみよしのまちの

中で、居場所と思える場所、安心できる場所ということをこ

どもにもぜひ聞いていただきたいのですが、大人にもですね、

自分にとってすてきだと思えるところはどこなのかというこ

とを少し挙げていただくことも大事なのかなと思います。一

つはこどもたちにとってはそういった居場所があるのかどう

かというところを確認していくことが必要ですし、同時にそ

の街の魅力の再発見ですね。こどもも大人もから御意見をい
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ただくということにもつながっていくというふうに思います

ので、そうした居場所ということも少し質問紙として御検討 

いただけたらというふうに思います。こうしたこどもから大

人まで、そういった御意見を集めることで、それが、教育振

興基本計画につながっていけるのではないかというふうに思

いますので、集約の作業については、事務局の皆さんに非常

に御苦労をおかけするというふうには思いますけども、大事

な部分だと思いますので、ぜひお願いしたいというふうに思

います。時間がちょっと迫っておりまして申し訳ありません

でした。それでは、以上で、協の内容は全て終了したかと思

います。それでは、事務局に進行をお渡ししたいと思います。 

 

大村先生どうもありがとうございました。今後の予定につ

いて事務局より説明します。よろしくお願いします。 

 

要項6のその他のところです。第3回はそこにあるとおり、1

1月12日火曜日、第4回が2月26日水曜日を予定しております。

また、案内を送付させていただきますので、よろしくお願い

いたします。以上です。 

 

以上をもちまして第2回みよし市教育振興基本計画推進委

員会を終了させていただきます皆様御起立をお願いします。

一同礼、御着席ください。どうもありがとうございました。

気をつけてお帰りください。 

 

 


